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滋賀県民は
滋賀県大好き

•「地域のこと」をちゃんと知る

•「健全な水循環」だけを切り出さない

•「自主性・自発性」を出発点にする



江戸時代の瀬田川浚渫の悲願

「琵琶湖治水沿革誌」から

・河村瑞賢による瀬田川浚渫（1699年）の図面

・その後は、下流の反対や軍事上の理由などから、浚渫は容易
には認められなかった。
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明治29年９月洪水の様子（近江八幡市内）
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Uroglena americana

写真出典：滋賀県

淡水赤潮の大発生（1977年）



6出典：滋賀県資料より作成

水質の改善と漁獲量の減少



森は緑豊かになったが、シカの食害が増加

出典：全国植樹祭60周年記念写真集
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希望ヶ丘文化公園

2009

ニホンジカによる林業被害面積

出典： 滋賀県「びわ湖なう2020」



川ガキも、漁師も、湖魚を食べる人も
少なくなった



琵琶湖は私たちの生活を映し出す「鏡」
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10年にわたる
マザーレイクフォーラムの取組

年代や性別、所属、経験、価値観などが異なる人

同士、また異なる地域に住まう人同士が、琵琶湖の
現状やこれからについて対話を積み重ねる、また
そのような場づくりを進める



琵琶湖を中央に配し、周囲には円形の中に13のゴールカラーを配置。
円形は琵琶湖を取り巻く湖国・滋賀、そして地球を表現。

「琵琶湖は暮らしを映す鏡」「琵琶湖は地球環境を見通す窓」であり、滋賀
から世界を変えるための目標であることを示している。



琵琶湖を切り口とした
13のゴールの設定
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多様な活動の生態系



マザーレイクゴールズ（MLGs）とは、「琵琶湖」を切り口とした2030年の
持続可能社会の実現を目指す目標（ゴール）であり、「琵琶湖版のSDGs」。

ＳＤＧｓから見ると、琵琶湖を通じてＳＤＧｓをアクションまで落とし込む
仕組みがＭＬＧｓ。ＭＬＧｓの取組はＳＤＧｓの達成に貢献。

ＭＬＧｓから見ると、琵琶湖を通じて、多様な主体の自主的・自発的な活動
がＳＤＧｓにつながっていることを発見するための仕組み。（バックキャス
ティング、ＰＤＣＡ的なことはＳＤＧｓに任せる。）



@MotherLakeGoals
MLGs公式 Twitter

fb.me/motherlakegoals
MLGs公式facebook

@motherlakegoals
MLGs公式Instagram

MLGs公式SNSアカウント開設！



マザーレイクゴールズchannel

マザーレイクゴールズchannel
https://www.youtube.com/channel/UCcf
rvJqhJ-XzSfSQkjWZjLg

チャンネル登録・高評価お願いします！



問い合わせ先

MLGsに関する問い合わせ先
滋賀県琵琶湖保全再生課 水政策係

担当 一伊達（いちだて）・辻

電話 077-528-3466
メール dk00@pref.shiga.lg.jp

「もっと詳しく知りたい」と言ったことがあれば、
ぜひお声がけを！


